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広 報 室

6
月
8
日
、
中
部
方
面
総
監

堀
井

泰
蔵
陸
将
の
初
度
視
察

を
受
察
し
た
。

部
外
研
修
の
後
、
儀
じ
ょ
う
、

記
念
撮
影
、
幹
部
挨
拶
、
状
況

報
告
、
隊
内
巡
視
、
訓
示
及
び

懇
談
が
行
わ
れ
た
。

第
２
回
温
泉
津
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て

第

偵
察
隊
先
任
上
級
曹
長

兼
ね
て
出
雲
駐
屯
地
先
任
上
級
曹
長

陸
曹
長

板
垣

進

６
月
４
日
（
土
）
大
田
市
温
泉
津

町
で
実
施
さ
れ
た
「
第
２
回
温
泉
津

町
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
に
偵
察

隊
か
ら
５
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
本

大
会
は
、
１
週
２
．
７
キ
ロ
を

週

（
約

キ
ロ
）
リ
レ
ー
形
式
で
行
わ

れ
、
海
岸
部
を
中
心
と
し
た
起
伏
、

満
潮
時
冠
水
箇
所
も
あ
る
我
々
陸
上

自
衛
官
に
と
っ
て
、
訓
練
に
は
最
適

の
コ
ー
ス
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
大
会
を
運
営

し
て
い
た
だ
い
た
大
会
関
係
者
の
皆

様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、

訓
練
の
一
環
と
し
て
感
染
防
止
を
し

つ
つ
部
外
大
会
に
参
加
し
、
自
衛
隊

及
び
駐
屯
地
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

転

入

部

隊

長

第

施
設
隊

304

第

基
地
通
信
中
隊

出
雲
派
遣
隊

312

２
等
陸
尉

國
須

謙
育

こ
の
度
、
第

基

地
通
信
中
隊
出
雲
派

遣
隊
長
に
着
任
し
ま

し
た
國
須
２
尉
で
す
。

歴
史
と
伝
統
の
あ

る
出
雲
駐
屯
地
で
勤

務
す
る
機
会
を
得
た

こ
と
は
、
大
変
光
栄

で
あ
り
、
重
責
を
感

じ
つ
つ
日
々
任
務
に

邁
進
し
て
行
き
ま
す
。

現
在
、
派
遣
隊
は

基
地
通
信
機
能
・
体

制
の
見
直
し
に
伴
い

基
地
通
信
業
務
効
率

化
を
推
進
し
つ
つ
、

体
制
移
行
検
証
実
施

に
伴
う
検
証
派
遣
隊

の
勤
務
要
領
に
つ
い

て
定
め
、
円
滑
な
体

制
移
行
検
証
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

出
雲
駐
屯
地
司
令

を
は
じ
め
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

生年月日 昭和45年2月21日
入隊年月日 昭和63年4月4日
出 身 地 兵庫県
趣 味 サーフィン・ジョギング
主要部隊歴
平成24年 第312基地通信中隊 （三軒屋）
平成25年 第312基地通信中隊 （米子）
平成28年 通信団本部 （市ヶ谷）
平成29年 第104指揮所通信大隊 （伊丹）
令和元年 中央基地システム通信隊（市ヶ谷）

２
等
陸
佐

岩
渕

薫

生年月日 昭和５７年２月２１日

入隊年月日 平成１７年３月２１日

（期別：１０５Ｂ）

出 身 地 埼玉県

趣味・嗜好 読書
主要部隊歴
平成１８年 第１２施設中隊 （新町）
平成２５年 第１２施設隊 （新町）
平成２６年 第１施設大隊 （朝霞）
平成２８年 施設学校 （勝田）（５６ＦＯＣ）

平成２９年 第１０施設大隊 （春日井）

平成３１年 施設学校 （勝田）

令和 ２年 陸幕人事教育部（市ヶ谷）

こ
の
度
、
第
13
代
施
設
隊

長
に
着
任
し
た
岩
渕
２
佐
で

す
。着

任
後
１
週
間
で
、
出
雲

市
と
出
雲
駐
屯
地
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

着
任
に
あ
た
り
、
私
は
隊

員
に
対
し
て
２
つ
の
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
「
自
分
を
大

切
に
」
で
す
。
隊
員
に
は
、

国
防
と
い
う
崇
高
な
道
を
選

択
し
た
自
分
を
誇
り
に
思
い
、

そ
し
て
、
そ
の
自
分
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
強
い
使
命
感
を
持
っ

た
隊
員
は
、
ど
ん
な
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
も
決
し
て
ブ
レ

ず
、
他
人
の
せ
い
に
す
る
こ

と
な
く
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
任
務
を
遂
行
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
「
愚
直
」
で

す
。
訓
練
は
、
反
復
演
練
が

大
切
で
す
。
い
か
な
る
状
況

下
に
お
い
て
も
、
「
心
手
期

せ
ず
」
与
え
ら
れ
た
任
務
を

遂
行
で
き
る
よ
う
に
日
々
錬

磨
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
自
身
も
、
隊
長
と
し
て

の
重
責
を
自
覚
し
、
日
々
精

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
駐
屯
部
隊
長
と
し

て
も
、
駐
屯
地
の
発
展
及
び

地
域
か
ら
の
信
頼
獲
得
に
寄

与
す
る
た
め
全
力
で
勤
務
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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い ず も（２） 第237号 令和４年９月

令
和
４
年
６
月
２
日
、
荒
木
幼
稚
園
が
出
雲
駐
屯
地
の

見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
装
備
品
や
車
両
に
興
味
津
々
で
し
た
！

中
に
は
お
父
さ
ん
の
普
段
見
な
い
仕
事
姿
に
喜
ぶ
子
供
た

ち
も
い
ま
し
た
。

荒
木
幼
稚
園
駐
屯
地
見
学

偵
察
隊
旅
団
訓
練
検
閲

偵
察
隊
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
の
間
、
日
本
原
駐
屯
地
東
西
訓
練

場
及
び
饗
庭
野
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第
１
次
旅
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
た
。
第

普
通
科
連
隊
の
猛
者
達
を
相
手
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
中
津
隊
長

を
核
心
と
し
、
昼
夜
問
わ
ず
情
報
の
優
越
を
獲
得
す
べ
く
奔
走
し
た
偵
察
隊
は
任

務
完
遂
の
た
め
全
隊
員
が
一
丸
と
な
り
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
た
。
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